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御嶽山 

 
 

             御 嶽 山  （2014 年 10 月 13 日現在） 
 

御嶽山では、９月 27 日 11 時 52 分頃に噴火が発生した。山頂付近の噴火

時の状況は視界不良のため不明だったが、中部地方整備局が設置している

滝越カメラにより火砕流が南西方向に流下し、３km を超えたことを観測し

た。 

27 日 12 時 36 分に火口周辺警報を発表し、噴火警戒レベルを１（平常）

から３（入山規制）に引き上げた。また、28 日 19 時 30 分に火口周辺警報

（入山規制）を切り替え、火砕流への警戒を追加した。 

御嶽山では、今後も噴火する可能性があるため、火口から４km 程度の範

囲では大きな噴石の飛散や火砕流に警戒が必要である。 

風下側では火山灰だけでなく小さな噴石が遠方まで風に流されて降るお

それがあるため注意が必要である。 

爆発的噴火に伴う大きな空振によって窓ガラスが割れるなどのおそれが

あるため注意が必要である。また、降雨時には土石流の可能性があるので

注意が必要である。 
 

○ 概況 
・９月 27 日の噴火（第２図～第 15 図） 
９月27日11時52分頃に噴火が発生した。噴火発生時は視界不良のため山頂付近の状

況は不明だったが、中部地方整備局が王滝村滝越（剣ヶ峰の南南西約６km）に設置し
ている滝越カメラによると、火砕流が南西方向に３kmを超えて流下した。気象レーダ
ーの観測によると、噴煙は東に流れ、その高度は火口縁上約7,000ｍと推定されている。
御嶽山で噴火が発生したのは2007年以来である。 
この噴火の直前の11時41分頃から連続した火山性微動が発生し、噴火発生以降、振

幅の大きい状態が約30分間継続した。田の原観測点（剣ヶ峰の南東約３km）の傾斜計
では、微動の発生直後の11時45分頃から山側上がりの変化を、11時52分頃から山側下
がりの変化を観測した。山側上がりから山側下がりの変化に変わった頃に噴火が始ま
ったものとみられる。 
９月28日に中部地方整備局並びに陸上自衛隊の協力で実施した上空からの観測では、

剣ヶ峰山頂の南西側で北西から南東に伸びる火口列から活発な噴煙が上がっているこ
とを確認し、赤外熱映像装置による観測によりそれらの火口付近の高温域を確認した。
噴火はこの火口列から発生したとみられ、大きな噴石が火口列から１kmの範囲に飛散
していることを確認した。火砕流は発生したが、地獄谷付近で樹木等が焦げたような
痕跡は認められなかった。 
降灰の有無について自治体等に聞き取り調査を行った結果、御嶽山の西側の岐阜県

下呂市萩原町から東側の山梨県笛吹市石和町にかけての範囲で降灰が確認された。 

 

この資料は気象庁のほか、中部地方整備局、国土地理院、東京大学、京都大学、名古屋大学、独立行政法

人防災科学技術研究所、長野県及び岐阜県のデータも利用して作成した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および『数値地図 50ｍメッシュ（標

高）』を使用した。 

3



第 130 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

御嶽山 

 

・噴火に至るまでの活動の経過（第 16 図～第 20 図、第 27 図、第 29 図～第 35 図） 
御嶽山では、2007 年３月後半にごく小規模な噴火が発生したが、その後静穏な状態

が継続していた。９月 10 日から 11 日にかけて、剣ヶ峰山頂付近でＡ型地震が増加し
たが、その後次第に減少していた。また、９月 14 日から 24 日にかけてＢＬ型地震が
５回発生した。 
三岳黒沢（剣ヶ峰の南東約 14km）に設置している遠望カメラによる観測では、山頂

付近に噴気は認められなかった。中部地方整備局の滝越カメラによる観測では、地獄
谷の噴気孔からの噴気の高さは 100ｍ以下で経過していた。 
なお、2007 年の噴火前には、火山性地震の発生に加えて、低周波地震、火山性微動

や山体の膨張を示す地殻変動が認められた。 
 
・噴火後の状況（第 17 図、第 20 図～第 35 図） 
噴煙の高さは、遠望カメラによると、９月 27 日は視界不良で観測できなかったが、

９月 28 日に 800ｍを観測し、その後、９月 29 日から 10 月 13 日までは 300ｍから 500
ｍで推移した。また、10 月 11 日以降噴煙に火山灰を含むことを示す有色の噴煙は観測
していない。 
10 月７日に航空自衛隊の協力により実施した上空からの観測によると、剣ヶ峰山頂

の南西側の火口列からは白色の噴煙が勢いよく火口縁上約 400ｍまで上がり、時折火山
灰混じりの灰白色の噴煙が認められた。10 月 16 日に航空自衛隊の協力により実施した
上空からの観測によると、白色の噴煙が火口縁上約 100ｍまで上がっていた。噴煙中に
火山灰は認められなかった。いずれの観測においても、噴煙の風下側では、硫化水素
臭が認められた。なお、９月 28 日以降の上空からの観測で、火山灰を広範囲に噴出、
または大きな噴石を飛散させるような噴火が発生した痕跡は認められていない。 
現地調査を行っている気象庁機動調査班（JMA-MOT）によると、10 月２日や５日に山

麓でわずかな降灰を確認した。また、10 月 14 日には車体に火山灰とみられる微量な付
着物を確認した。 
噴火発生の 11 分前の９月 27 日 11 時 41 分頃から火山性微動が連続して発生した。

火山性微動は振幅の増減を繰り返し、10 月１日 19 時頃からは検知できない程度の大き
さとなったが、10 月２日 19 時 30 分頃から再び観測され始めた。その後振幅は小さい
ながらも継続していたが、10 月７日以降は、検知できない程度の大きさになった。 
９月 28 日以降、上空及び山麓で実施した火山ガス観測では、二酸化硫黄の放出量は

噴火直後は１日あたりおよそ 500 トンから 1500 トンで推移していたが、10 月に入って
からは１日あたりおよそ 100 トンから 500 トンとやや少ない状態となっている（観測
値はいずれも速報値）。 
火山性地震は噴火が発生した９月 27 日は 483 回と増加したが、その後次第に減少し

ている。 
御嶽山の南東約３km に設置している傾斜計では、10 月４日 13 時頃からわずかな山

側上がりの変化がみられたが、10 月５日 08 時頃から横ばいの状態となり、その後 10
月４日13時以前の状態に戻ったものとみられる。この期間にみられた変動の大きさは、
噴火直前の数分前に観測された変動の大きさと比較すると約 50 分の１程度であった。
このほかにも時々降水によるとみられる変動を観測している。なお、GNSS 連続観測に
おいて、10 月中旬までのデータの解析により、御嶽山を挟む一部の基線において９月
上旬頃以降ごくわずかな変化があることがわかった。このような基線変化は地殻変動
の他、気象擾乱等でも生じることがある。 
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第１図 御嶽山 規制範囲図 

・赤点線が山頂火口から４km の範囲 
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第２図 御嶽山 噴煙の状況 

（中部地方整備局の滝越カメラによる。2014 年９月 27 日 11 時 56 分） 

・山の南西方向に火砕流が３km 程度流下した。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

噴火前 噴火後 

第３図 御嶽山 噴火発生前後の状況（2014 年９月 27 日 11 時 50 分と 12 時 40 分の比較） 

（中部地方整備局設置の滝越カメラによる） 

・山の南西側斜面を火砕流が３kmを超えて流下した。右図四角枠内に火砕流が堆積している。 
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第４－１図 御嶽山 噴火発生前後の状況（2014 年９月 27 日 11 時 52 分 40 秒～11 時 55 分 00 秒） 

中部地方整備局設置の滝越カメラによる 
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第４－２図 御嶽山 噴火発生前後の状況（2014 年９月 27 日 11 時 55 分 20 秒～11 時 57 分 40 秒） 

中部地方整備局設置の滝越カメラによる 
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注）図をカシミール３Ｄソフトウェア（http://www.kashmir3d.com/）を使用して作成 

第４－３図 御嶽山 噴火発生前後の状況（2014 年９月 27 日 11 時 58 分 00 秒～11 時 59 分 00 秒） 

中部地方整備局設置の滝越カメラによる 

第５図 御嶽山 噴火発生後の噴煙の状況（2014 年９月 27 日 15 時 30 分頃） 

左図：御嶽山の南東約 70km の間ノ岳（あいのだけ）から気象庁職員撮影 

右図：カシミール３Ｄ注)を使用し、稜線にあわせて高度を計測。1000ｍ毎に黄色二重丸印を表示 

・この時点での噴煙の高さは火口縁上 3000～4000ｍであった。 
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第６図 御嶽山 地震及び微動の発生状況（剣ヶ峰の南東約２kmの田の原上観測点 UD 成分） 

（2014 年９月 27 日 06 時 00 分～９月 28 日 06 時 00 分） 

・火山性微動が 11 時 41 分に発生し、振幅が徐々に小さくなりながら継続した。 

 

 

24μm/s 

11 時 41 分火山性微動発生 11 時 52 分噴火発生 
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ＮEup
1.0μradian

11:41
微動開始

768 m/s

田の原上地震計（上下動）

田の原傾斜計（秒値）

11:52
噴火

11:45
山上がりの
傾斜変動

田の原南北成分

田の原東西成分

 
第７図 御嶽山 噴火発生時の震動データ及び傾斜データの状況 

・火山性微動の発生に伴い、11時 45 分頃に剣ヶ峰山頂の南東３km の田の原観測点で北西上がり（山

側上がり）の変化を、その約７分後の 11時 52 分頃に南東上がり（山側下がり）の変化を観測し

た。なお、南東上がりの変化には火山性微動等による変動も含まれている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第８図 噴火発生時の観測点波形（田の原及び田の原上） 

 
 

 

・11 時 52 分 36 秒頃から先に田の原上で空振の振動が出現し始めている（それ以前はノイズ）。 

・発現推定時刻はいずれも地震波 2.5km/s、音速 340m/s で計算 

山頂から伝播（約３km）したと仮定して空振が記録された時刻

から推定した発現時刻 

山頂まで（約３km）と山頂からの深さ（約４km）を伝播したと仮定して

空振が記録された時刻から推定した発現時刻 
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第９図 御嶽山 赤外熱映像装置による山頂付近の観測 

（2014 年９月 28 日 15 時 30 分、陸上自衛隊の協力により山頂北側の上空海抜約 3,600ｍから撮影） 

・剣ヶ峰の南西側で、活発な噴煙が上がっている主に３ヶ所（右図円内）の高温域を観測した。 

・噴火口周辺を除いては、日射の影響があるものの地熱域は特に認められなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10 図 御嶽山 火口位置 

・剣ヶ峰山頂の南西側に北西から南東に伸びる火口列が形成されていた。 

 
 

NN  N 

国土地理院 火山基本図を使用 

他に比べて小さ
い火口列 

最も活発な火口 

小さな火口が
複数あり 

79-7 火口 

剣ヶ峰山頂 

 
 1979 年噴火で形成された火口列 

このあたりに火
口があるが詳細
位置は不明 

火口の詳細不明 
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第 11 図 御嶽山 噴火発生後の状況 

（９月 28日 14 時 37 分 南南西上空から撮影。陸上自衛隊の協力による） 

・濁川下流部の河床に火砕流堆積物とみられる灰色の変色が認められた（右図赤矢印）。 

谷の両側の斜面では火砕流による樹木の変色が認められた（右図白矢印）。 
 

         
 
 
 

（いずれも陸上自衛隊の協力による） 

・左図の赤矢印は比較的顕著な噴煙を噴出している火口及び火口列。 

・右図地獄谷から剣ヶ峰方向を中心に黒灰色～灰色をした噴出物が帯状に分布していた。 
 

  
 

第 14 図 御嶽山 噴火発生後の状況 

（北西上空から９月 28日 14 時 57 分撮影。陸上自衛隊の協力による） 

・濁河方向の樹木に火砕流によると思われる樹木の変色が認められる（右図白矢印）。 

第 12 図 御嶽山 噴火発生後の状況 
西南西上空から９月28日 15時 14分撮影 

第 13 図 御嶽山 噴火発生後の状況 
西上空から９月 28 日 15 時 14 分撮影 

剣ヶ峰 
王滝頂上 

地獄谷 亀裂状 

黒灰色の帯状の噴出物 

灰色の帯状の噴出物 

剣ヶ峰 
王滝頂上 
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降灰あり 降灰なし

御嶽山

 
 

第 15 図 気象庁の聞き取り調査による降灰の状況（９月 28 日 16 時現在） 

・山の西側の岐阜県下呂市萩原町から東側の山梨県笛吹市石和町（ふえふきし いさわちょう）（御

嶽山の東南東約 110km）にかけての範囲で降灰が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 16 図 噴火前に発生した地震の波形例 

・９月 10 日から 11 日にかけてＡ型地震が増加した。９月 14 日～24 日にＢＬ型地震が５回発生し

た。 

 

笛吹市石和町 

岐阜県 

長野県 

静岡県 愛知県 

埼玉県 

山梨県 

東京都 

群馬県 

下呂市萩原 

田の原上 NS
EW
UD

田の原 NS
EW
UD

9.2 m/s

10.4 m/s

8.5 m/s

1.6 m/s

1.9 m/s

0.9 m/s

最大振幅

田の原上 NS
EW
UD

田の原 NS
EW
UD

10秒

30.5 m/s

26.7 m/s

21.4 m/s

6.1 m/s

8.7 m/s

10.0 m/s

 2014/9/10 21:55:20  Ａ型地震

 2014/9/24 16:59:56  ＢＬ型地震
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第 17 図 御嶽山 震源分布図（2006 年 12 月１日～2014 年 10 月 13 日） 
●：2006 年 12 月１日～2014 年４月 30 日 
●：2014 年５月１日～８月 31日 
●：2014 年９月１日～10月 13 日 

・震源が決まった火山性地震は剣ヶ峰直下に分布した。 

・これまでの震源は、剣ヶ峰直下（深さ０～２km 付近）に集中しているほか、 

剣ヶ峰から南南東約４km 付近の深さ０～４km にも分布している。 

 

 

   
第 18 図 御嶽山 噴火前の山頂部の状況  第 19 図 御嶽山 噴火前の噴気孔（地獄谷）の状況 

（９月 12日 三岳黒沢遠望カメラによる）   （９月 13 日 滝越設置のカメラによる） 

                    ・地獄谷下部の噴気孔で弱い噴気が認められる。 

 

剣ヶ峰 
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第 20 図 御嶽山 日別地震回数（2014 年８月 15 日～10 月 13 日（速報値含む）） 

 

9/27 11:52 の噴火 

遠望カメラによる噴煙の高さは視界不良のため不明 

気象レーダーで火口上約 7000ｍと推定 

噴火直前の 9/27 11:41 から 10 月７日までほぼ連続的に発生。 

9/27 483回 

9/28 114回 

遠望カメラによる 
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第 21 図 御嶽山 田の原上観測点（剣ヶ峰の南東約２km）の 

上下動地震波形の１分間振幅平均値の推移 

（2014 年９月 27 日 00 時～10 月７日 24 時 00 分） 

・噴火発生の 11分前の９月 27日 11 時 41 分頃から火山性微動が発生し、振幅の増減を繰り返しな

がら継続した。10月１日 19 時頃からは検知できない程度の大きさになったが、10月２日 19 時 30

分頃から再び観測され始めた。その後振幅は小さいながらも継続していた。10 月７日以降は、検

知できるような火山性微動は観測されていない。 

※ 火山活動以外の地震による。 

要更新 

9/27 11:52 噴火発生 

以降、検知できるような火山性微動は観測されていない 
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第 22 図 連続微動中での空振波形（田の原上 2014/９/29 19:00～20:00） 

・図のような微動に伴う空振が 9/29 15:24 頃～15:40 頃、16:54 頃～17:30 頃、19:20 頃～9/30 01:15

頃、06:12 頃～08:50 頃に発生した。 

 

 
第 23 図 御嶽山 火山ガス（二酸化硫黄）観測結果（９月 28 日～10 月 14 日） 

・９月 28日以降、上空及び山麓で実施した火山ガス観測では、二酸化硫黄の放出量は、噴火直後

は１日あたりおよそ 500 トンから 1500 トンで推移したが、10 月に入ってからは１日あたりおよ

そ 100 トンから 500 トンでやや減少して推移した（いずれも速報値）。 

 

 

 

10 秒 

8Pa 
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第 24 図 御嶽山 10 月２日現在の噴煙の状況 第 25 図 御嶽山 10 月７日の噴煙の状況 

（三岳黒沢遠望カメラによる）     （中部地方整備局設置の滝越カメラによる） 

 

 

 
第 26 図 御嶽山 火口付近の状況 

（2014 年 10 月７日 06 時 27 分、航空自衛隊の協力により山頂南西側の上空から撮影） 

 

・剣ヶ峰山頂の南西側の火口列からは白色の噴煙が勢いよく火口縁上約 400ｍまで上がり、時折火

山灰混じりの灰白色の噴煙が認められた。 

・噴煙の風下側で硫化水素臭が認められた。 

・火山灰を広範囲に噴出、または大きな噴石を飛散させるような噴火が発生した痕跡は認められず、

噴煙及び火口の状況に変化はなく、地形の変化は特段認められなかった。 

 

NN  
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第 27図 御嶽山 田の原観測点（剣ヶ峰南東約３km）の傾斜変動 

（2014 年８月１日 00 時～10 月 16 日 00 時、時間値、潮汐補正済み） 

・剣ヶ峰山頂の南東３kmの田の原観測点で.北西上がり（山側上がり）の変化を、その約７分後の 11時

52 分頃に南東上がり（山側下がり）の変化を観測している。その後変位は戻りつつあるが、噴火前の

状態までは戻っていない。 

・田の原観測点では、しばしば原因不明のステップがみられる（図中下向き矢印）。 

・主に東西成分に降水によるとみられる変動が現れている（図中点線丸印）。 

 

1.0μradian 

0.05 degree 

60 mm/d 

500 count/d 

2014/09/27 11:52 噴火 

1.0μradian 

0.05 degree 

60 mm/d 

500 count/d 
トレンドの延長 

2014/09/27 11:52 噴火 
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第 28図 御嶽山 田の原観測点（剣ヶ峰の南東約３km）の傾斜変動 

（2014 年 10 月３日 10 時 00 分～６日 13 時 30 分、分値、潮汐補正済み） 

・10 月４日 13 時頃から山側上がりのわずかな変化がみられたが、10月５日 08 時頃から横ばいの状

態となり、その後 10 月４日 13 時以前の状態に戻ったものとみられる。この期間にみられた変動

の大きさは、噴火直前の数分前に観測された変動の大きさと比較すると約 50分の１程度であった。 

・10 月６日 06 時頃からみられている変動は降水によるものとみられる。 

・「田の原 山側成分」は、東西・南北の各成分の山側方向の成分を合成したものである。 

田の原 NS 

田の原 EW 

田の原 山側成分 

北・東・山側上がり 

0.05μradian 

60mm/h 

12 時間 

10 月４日 13 時頃から 

山側上がりの変化 

降水による影響 

開田高原日降水量  

10 月４日 13 時以前の 

状態に戻る 

第 29 図 御嶽山 田の原観測点（剣ヶ峰の南東約３km）の傾斜変動 

（2012 年 10 月１日～2014 年 10 月７日、時間値、潮汐補正済み） 

・2014 年９月 27 日の噴火開始に伴う傾斜変動が認められる。 

空白期間は欠測を示す。 

2013/02/19 03:43 

原因不明のステップ 

2014/09/27 11:52 噴火 

1.0 μradian 

0.05 degree 

60 mm/d 

150 count/d 

21



第 130 回火山噴火予知連絡会                                     気象庁 

御嶽山 

Nup 1 rad

2014/9/27 噴火

 

Eup 1 rad

2014/9/27 噴火

 
第 30図 御嶽山 田の原（剣ヶ峰の南東約３km）の傾斜計の年周変動の比較 

（2011 年～2014 年（10/13 まで）、時間値、潮汐補正済み、上：NS 成分、下：EW成分） 

・噴火発生時に観測された変位（赤矢印）は戻りつつあるが、噴火前の状態までは戻っていない。 

・田の原観測点では、しばしば原因不明のステップがみられる（図中下向き矢印）。 
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第31図 御嶽山 長期の火山活動経過図（1979年10月～2014年10月13日） 
① ：月最大噴煙高度 
② ：王滝頂上噴気地帯の温度変化（サーミスタ温度計による） 
③ ：月別地震回数グラフ 

第32図 御嶽山 遠望観測地点の変遷  

番号は第31図の観測地点番号に対応。 

1991年4月：258回 2007年1月：968回 3月：420回 

田の原4 

遠望カメラによる 

三岳黒沢5 
遠望カメラによる 

田の原 
4 屋敷野 

1 

三岳黒沢 

3,5 

王滝村九蔵 
2 

滝越(中部地方整備局設置) 
○ 

2014年9月：1052回 

     10月：157回（７日まで） 

1988年７月15日

計数開始 

1988 年８月観測開始 

1979/10～三岳村屋敷野1 

1980/04～王滝村九蔵2 

1980/06～三岳村黒沢3 

データなし 

9/27 11:52 からの噴火について、遠望カメラによる噴煙の

高さは視界不良のため不明だが、気象レーダーでは火口縁

上約 7000ｍと推定。 
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第 33図 御嶽山 最近の火山活動経過図（2006 年１月１日～2014 年 10 月 13 日） 

2010 年 10 月以降の GNSS データについては解析方法を改良し、対流圏補正と電離層補正を行っている。 

なお、解析には、IGS（International GNSS Service： 国際 GNSS 事業）から提供される超速報暦を 

用いている。 

図中⑥は第 36図の GNSS 基線②に対応し、空白期間は欠測を示す。 

・2007 年３月後半の噴火前に山体膨張の地殻変動がみられ、火山性地震が増加し、微動が観測された。 

・②の基線において、2014 年 10 月中旬までのデータの解析により、2014 年９月上旬頃以降ごくわずかな

変化があることがわかった。このような基線変化は地殻変動の他、気象擾乱等でも生じることがある。 

噴火 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準：田の原上振幅 1.5μm/s 以上、S－P１秒以内 

計数基準の変更 

2006 年 12 月１日 

S－P２→１秒以内 

噴火直前の 9/27 11:41 から 10/7 までほぼ

連続的に発生したため、グラフの縦軸のプ

ロットは継続時間を示していない。 

9/27 11:52 からの噴火について、遠望カメラに

よる噴煙の高さは視界不良のため不明だが、気

象レーダーでは火口上縁約 7000ｍと推定。 

噴火 
遠望カメラによる高度 

カメラのよる最高高度

は火口縁上 800m(9/28) 
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第 34 図 御嶽山 GNSS 連続観測による基線長変化（2013 年１月１日～2014 年 10 月 13 日） 
（国）：国土地理院 

2010 年 10 月以降のデータについては解析方法を改良し、対流圏補正と電離層補正を行っている。 
なお、解析には、IGS（International GNSS Service： 国際 GNSS 事業）から提供される超速報 
暦を用いている。 

図中①～⑥は第36図のGNSS基線①～⑥に対応し、空白期間は欠測を示す。 
 

・GNSS 連続観測によると、②の基線において、10 月中旬までのデータの解析により、９月上旬頃以降
ごくわずかな変化があることがわかった。このような基線変化は地殻変動の他、気象擾乱等でも生じ
ることがある。 
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東北地方太平洋沖地震 

第 35 図 御嶽山 GNSS 連続観測による基線長の長期変化（2001 年１月１日～2014 年 10 月 13 日） 
（国）：国土地理院 

2010 年 10 月以降のデータについては解析方法を改良し、対流圏補正と電離層補正を行っている。 
なお、解析には、IGS（International GNSS Service： 国際 GNSS 事業）から提供される超速報 
暦を用いている。 

図中①～⑥は第36図のGNSS基線①～⑥に対応し、空白期間は欠測を示す。 
 
・長期的には火山活動によるとみられる変動は認められなかった。 

国土地理院機器交換

2010 年 10 月１日解析方法改良

2010 年 10 月１日解析方法改良

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始

2010 年 10 月１日解析開始 

国土地理院機器交換 
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第 37 図 御嶽山 観測点配置図 

 

第 36 図 御嶽山 GNSS 連続観測点配置図 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 

図中の GNSS 基線①～⑥は第 34、35 図の①～⑥に対応する。 
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  御嶽山 

５．広帯域地震計による傾斜変動（参考２） 

長野県が山頂東北東約 4km に設置した広帯域地震計観測点：御嶽三岳（ONT）の記録（図６A）

から，傾斜変動を計算したところ，噴火前の 11 時 45 分から噴火時の 11 時 52～53 分までに，山

上がりの変動を記録し始めた．噴火時刻に傾斜変化量は最大となり（0.11μradian 南上がり， 

0.91μradian 西上がり），その後は 12 時 00 分頃まで山下がりとなった（図６B）．11 時 30 分から 11

時 52～53 分まで傾斜変動を田の原傾斜計とともに図６C に示す． 

東西成分には，特に 12 時 00 分以降に特異な信号が含まれており，今後精査が必要である． 
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ec 速度記録（御嶽三岳（長野県）広帯域地震計） 2014/9/27
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Erupt.

11:30 11:45 12:00 12:15 12:30 12:45 13:00

1
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n

傾斜（御嶽三岳（長野県）広帯域地震計） 2014/9/27

Nup Eup

NS

EW

Erupt.

A 

B 

C 

この解析には長野県のデータを使用した． 

田の原 

火孔列 傾斜量(down)
観測    

圧力源（図 2A） 

御嶽三岳 

（長野県） 

図６ 御嶽三岳（長野県）の広帯域地震計記録（A），２秒以上のローパスフィルタをかけ積分して

求めた傾斜変動（B），および傾斜変動分布を田の原傾斜計のベクトルとともに示した図（C）． 

圧力源は図２の圧力源位置を示した．傾斜変動への変換は青山(2008)による． 
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: 2014 9 27 38

-90 3-13 41-103

1979

95-123 2014 1979

2014

3 a, b, c

1, 2 a b 1979 10 cm

30 cm

5-10 cm, 15-30 cm c

2

(1) (2) 

38-72 3 46-90 4 Table 1

1-5 cm

3-13 (Table 1)

1979

(1980) 5

95-123

6, 7 , 1980

2014 1979

1 2014 9 27

2
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2

* **

(a, b, c 3 , 2 ) ~0.1 g/m2 (× 105 m3) (× 108 kg)

1 : a: 10 cm, b: 30 cm, c: a-b 100 km 7.2 (2.9) 7.2 72

1 : a: 5 cm, b: 15 cm, c: a-b 100 km 3.8 (1.5) 3.8 38

2 : a: 10 cm, b: 30 cm, c: 6 m 10.5 [log10 (m2)] 9.0 (3.6) 9.0 90

2 : a: 5 cm, b: 15 cm, c: 3 m 9.5 [log10 (m
2
)] 4.6 (1.9) 4.6 46

**

(× 10
5
 m

3
) (× 10

8
 kg)

a :  5 cm 1.3 (0.5) 1.3 13

b :  1 cm 0.3 (0.1) 0.3 3

* : (1) Log [thickness (m)] vs. [area (m
2
)]

1/2
 (Bonadonna and

Houghton, 2005 ) a-b  (Maeno et al.,

2014) (2) Log [mass per unit area (kg/m
2.)] vs. log [area (m2)]  ( , 2001 

) 

** -  1000 kg/m
3

 DRE

Table1 2014 9 27
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7 2014 1979

2014

:

Bonadonna, C. and Houghton, B.F. (2005) Total grain-size distribution and volume of tephra-fall 

deposit. Bull. Volcanol., 67, 441-456.

(1980) 1979 1979

, 4-11.

Maeno, F. et al. (2014) Constraining tephra dispersion and deposition from three subplinian 

explosions at Shinmoedake volcano, Kyushu, Japan, 2011. Bull. Volcanol., 76, 823.

(2001) 2000 52 167-179.
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ONTN 10.5

11:52:29 

 

10/2 6 10/7 

(fig.4)  

 

 

Fig.2 (a,b) (1-7 Hz) (c)100 RMS (d)ONTA

ONTN

(a) (b)

Fig.3 ONTA ONTN (a)

Fig.1 (b)  
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第 130回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

御嶽山 

 御嶽山に関する PALSAR-2干渉解析結果 

 

 
御嶽山の火山活動調査のため、PALSAR-2 による緊急観測が実施された。防災科学技術研究

所では、火山活動に伴う地殻変動の調査のため、これらのデータを用いた SAR干渉解析を実施し
た。解析に用いたソフトウェアは、防災科学技術研究所が開発した RINC である。今回解析した干
渉ペアにおいては、大気等に起因するノイズ成分が大きく、火口付近を除いて、ノイズレベルを超
えるような有意な変化は検出されなかった。噴火(9/27)を挟む北行軌道・右方向視の干渉ペア
（2014/8/18 2014/10/13）を解析したところ、地獄谷の噴火口の南西において、衛星－地表間距離
が 10cm以上短縮（隆起もしくは西進成分が卓越）したことを示す変化が見られた（第 2図(a)の赤破
線）。同じく噴火を挟む北行軌道・右方向視の干渉ペア（2014/8/22 2014/10/3）も解析したが、SAR
特有の画像ひずみのため、同領域の地殻変動を検出することはできなかった（第 2図(b)）。 
噴火後の北行軌道・右方向視の干渉ペア（2014/9/29 2014/10/13）を解析したところ、地獄谷の

噴火口の南西において、衛星－地表間距離が伸長したことを示唆する変化が見られた（第 2 図(c)
の赤破線）。一方、同じく噴火後の南行軌道・右方向視の干渉ペア（2014/9/30 2014/10/14）の解析
結果においては、有意な変化は見られなかった（第 2図(d)）。入射方向ベクトルが異なることや、観
測日が異なることから、これらの結果は矛盾するものではないが、その大きさが周辺のノイズの大き
さと同程度であることやこの領域の干渉度が低いこと等を考慮すると、得られた変化がノイズによる
ものである可能性は否定できない。 
 
謝謝辞．本解析で使用したPALSAR-2データは，防災利用実証実験の火山WGを通じて提供された
ものである．PALSAR-2 データの所有権は JAXA が有する．解析および図の作成においては，国
土地理院の基盤地図情報 10m メッシュ DEMおよびホームページで公開されている火口位置を使
用した． 

○ 大気等に起因するノイズ成分が大きく、火口付近を除いて、噴火を挟む干渉ペアおよび噴
火後の干渉ペアにおいて、有意な地殻変動は検出されなかった（第 1図）。 

○ 噴火(9/27)を挟む北行軌道・右方向視の干渉ペア（2014/8/18 2014/10/13）を解析したとこ
ろ、地獄谷の噴火口の南西において、衛星－地表間距離が 10cm 以上短縮（隆起もしくは
西進成分が卓越）したことを示す変化が見られた（第 2図(a)の赤破線）。 

○ 噴火後の北行軌道・右方向視の干渉ペア（2014/9/29 2014/10/13）を解析したところ、地獄
谷の噴火口の南西において、衛星－地表間距離が伸長したことを示唆する変化が見られ
た（第 2図(c)の赤破線）。ただし、その大きさは周辺のノイズの大きさと同程度であることや、
干渉度が低いこと、また、ほぼ同じ期間に取得された南行軌道・右方向視の干渉ペア
（2014/9/30 2014/10/14）において、同領域に変化が見られないこと等から、ノイズ成分であ
る可能性は否定できない。 
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第 130回火山噴火予知連絡会 防災科学技術研究所 

御嶽山 

 
第第 1図．御嶽山周辺の PALSAR-2の干渉画像．観測日は画像の上に示す。(a)および(b)は 9/27の噴

火を挟む干渉ペア、(c)および(d)は噴火後の干渉ペアから得られた結果を示す。 
 

 

第 2図． 第 1図に示す干渉画像の火口周辺の拡大図．赤丸，赤長丸は，国土地理院がホームページで公開し
ている主要な火口の位置を示す．陰で示す領域は，低干渉領域を示す．赤破線は，本文中において，
地殻変動を示すと考えられる位相変化が見られる領域を示す．赤三角は，剣ヶ峰の位置を示す． 
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火山噴火予知連絡会拡大幹事会（平成 26 年 9 月 28 日）                         気象庁 

御嶽山 

御御嶽山の過去の火山活動 

 

・過去１万年間の噴火活動（活火山総覧第四版より抜粋）  

最近 2万年間は、水蒸気噴火などの新鮮なマグマを放出しない活動のみだと考えられていた（小林, 

1993；Kimura and Yoshida, 1999 など）が、最近の研究では、過去 1万年間に複数回のマグマ噴火が発

生していることが明らかにされている（鈴木・他, 2007；及川・他, 2007；鈴木・他, 2009；及川・奥

野, 2009）。それらによると、最近 1万年間にマグマ噴火は 4回発生している。また、水蒸気噴火は数百

年に 1回の割合で、堆積物として残る規模のものが発生している。1979 年噴火以前の歴史記録に残る噴

火は発見されて無いが、山頂南西の地獄谷における噴気活動は、最近数百年間は継続している（及川, 

2008）。 

 
・有史以降の火山活動(▲は噴火年を示す)（活火山総覧第四版より抜粋）  

年代 現象 活動経過・被害状況等 

1978～79(昭和 53

～54)年 20 

地震 20 5 月～。王滝村付近で群発。活動のピークは 1978 年 10 月。最大地震は 10 月

7 日 05：44 M5.3。 

▲1979(昭和 54)年 
2,4,5,11 

中規模：水蒸気

噴火 
2,3,4,5,11 

10 月 28 日早朝。火砕物降下。噴火場所は剣ヶ峰(主峰)南斜面小火口群 2,4。 

同夜におさまる。前橋付近まで降灰。山麓で農作物被害。噴出物の総量は約

20 数万トン。(VEI2)4 

1984(昭和 59)年 
6,7,8,12 

地震、(山体崩

壊) 
6,7,11,12 

 

9 月 14 日。岩 なだれ(御嶽崩れ)。場所は御嶽山南南東斜面 6,8,9,10,12。 

「昭和 59(1984)年長野県西部地震(M6.8)」。御嶽山頂のやや南方に生じた山

崩れは約 10 ㎞流下して、王滝川に達するなど所々で大規模な崩壊。死者 29

名、住宅全半壊 87 棟等。地震活動は数年後にほぼ収まった。 

1988(昭和 63)年 21 地震 21 10 月 4～10 日。低周波地震多発 21。 

▲1991(平成 3)年 
13 

ごく小規模：水

蒸気噴火 
13,14 

5 月 13～16 日の間。噴火場所は 1979 年第 7 噴火口 13,14。 

4 月 20 日山体直下で地震多発、以後 6月まで時々地震多発。4月 27 日～6 月

微動多発、特に 5月 12～16 日微動活発。5月 20 日の現地調査で、1979 噴火

の第 7火口から火山灰を噴出した跡を確認。第 7火口はこれまで噴気もなか

った。(VEI0)13 

1992(平成 4)年 22 地震 22 11 月 12 日。火山性地震増加(52 回) 22。 
1993(平成 5)年 23 地震 23 ３月下旬以降、山頂の南南東約 10 ㎞付近(長野県西部地震の余震域)で地震活

動が活発化した 23。 

1995(平成 7)年 24 微動 24 8 月下旬に、極微小な火山性微動が合計 7回発生 24。 

2006(平成 18)年
25,26 

地殻変動、地

震、火山性微動
25,26 

12 月中旬、わずかな山体膨張が始まる。12 月下旬、山頂部直下で火山性地震

増加、火山性微動発生(以降、2007年 3月まで消長を繰り返しながら継続) 25,26。 

▲2007(平成 19)年
25,26,27 

水蒸気噴火 25,26 1～3 月。噴火場所は 79-7 火口。 

1 月 16～17 日火山性地震増加(16 日 90 回、17 日 164 回)1 月 25 日一連の活

動中で最大の火山性微動発生(15～20 秒の超長周期成分を含む)。 

3 月 16 日噴気量増加(三岳黒沢の遠望カメラで山頂部に少量の噴気を確認、

以降、ごく少量の噴気が時々認められる)。 

3 月後半？ ごく小規模な噴火。 

5 月 29 日の現地調査で、79-7 火口北東側約 200ｍの範囲に 79-7 火口から噴

出した火山灰を確認(噴火発生日は不明)。地震波等の研究から、御嶽山直下

へのマグマ貫入(深さ 4km まで上昇)に伴って山頂直下の地震が発生 27 。 

※噴火イベントの年代、噴火場所、噴火様式等については、(独)産業技術総合研究所の活火山データベース(工藤・星住, 

2006-)を参考に、文献の追記を行った。 
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火山噴火予知連絡会拡大幹事会（平成 26 年 9 月 28 日）                         気象庁 

御嶽山 

・・1979 年の噴火活動 

（以下の文章は曽屋他（1980）の記述による） 

■噴火現象の特徴 

１．10 月 28 日 05 時頃に御嶽山の山頂付近に西北西―東南東に並ぶ火口群が開口した。爆発音はなく、

顕著な前駆的現象は不明。 

２．噴火の様式は水蒸気爆発に特徴的な cock’s tail が認められた。火山灰や岩塊の放出とともに火口

中の温泉水の流出があった。 

３．気象庁で収集した情報によると、長い周期で噴煙活動の変化が認められ、最も活発だったのは 14時

頃であった。また数分間の短い周期の変化も認められた。 

４．噴出物中には本質物質は含まれていない。また粘土鉱物が多く検出された。 

 

■噴火の推移 

10 月 28 日 

05 時頃 王滝村役場職員が頂上付近に高さ 150ｍの噴煙が上がるのを見つける 

05 時 15 分 王滝山頂から剣ヶ峰へ登山中のパーティは硫黄ガスに気づき、午前 5時 30 分頃降灰に

遭遇。 

06 時頃 他のパーティは御嶽山の７合目 田の原高原で御嶽山頂上付近に黒煙が上昇するのを

目撃。 

同時刻頃 剣ヶ峰でビバークしていた登山者はジェット機に似た音やかなりの煙に気づいたが噴

火とは気づかなかった。 

06 時 50 分頃 中津川の坂本 平川村で噴煙を見た。 

09 時頃 三岳村からの観察では、白煙が１ヶ所より上昇していた。同時刻頃田の原高原からの

観察では白煙が茶色に変わった。 

09 時 30 分頃 飛行機からの空中観察によると、山頂の山小屋は黒い火山灰に覆われ、噴煙の高さは

1,000ｍで東北東に流れていた。 

10 時  開田村役場、現在白色噴煙、降灰量はほこりをかぶった程度。 

11 時 定期航空便からの通報で、高さ 1,800ｍの噴煙が目撃され、下部は灰色で火山灰を上げ

ている模様。同時刻頃三岳村の観察では、噴煙量が増加し（降灰のため）暗くなった。 

12 時 30 分頃 きのこ雲状の噴煙が認められた。 

14 時頃 ７合目付近 噴火が強くなった。地鳴りとともに 3,000ｍ上空まで噴煙を上げ、時に径

１ｍほどの岩が飛ぶのが見えた。 

14 時 30 分頃 荒牧教授による空中観察によると、黒煙は主火口より上昇し、数分間の長さで噴煙の

強さに変化がみられ、また稀に水蒸気爆発の噴煙に特徴的なとがった噴煙柱（cock’s 

tail）が射出された。 

15 時頃 三岳村で降灰が盛んになった。 

15 時過ぎ 開田村で降灰のため視程 10-20ｍとなり山は見えなくなった。 

17 時 王滝村から黒煙多量。王滝口頂上小屋の裏の方は白い噴煙。王滝村で大量の降灰が続

いている。 

夜間  目視観測では火映現象は認められなかった。 

10 月 29 日 噴煙量は減少し、火山灰の降下も少なくなった。 
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・地獄谷を源流とする濁川の川水は、噴火の開始と同時に川の名の通り灰色に濁った。この濁りは噴煙

にほとんど火山灰を含まなくなった 10 月 31 日、11 月 1 日にも認められた。小林助教授による 11 月

8－9日の調査によると、地獄谷谷頭に位置する西端の火口（主火口）と東から２番目の火口から白い

ガスと火山灰で黒色になった温泉水を間欠的に吹き上げ続けており、西端の火口は相当量の温泉水を

地獄谷に流下させていた（小林 1979）。濁川の濁りの原因は、この西端の火口からの温泉水の流出に

よるものであることは明らかとなった。この現象はおそらく 10月 28 日の噴火の開始と同時に起こっ

ていたに違いない（引用ここまで） 

 

 

 

図１ 御嶽山の噴火 

南西方向から 1979 年 10 月 28 日 14 時 40 分頃 荒牧 重雄 撮影 
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図２ 1979 年小火口 (割れ目) 群と山頂部の火山灰分布 (数字は厚さ：cm 単位)  

(御嶽山 1979 年火山活動および災害の総合的調査研究, 1980 に加筆). 

太線は,10 月 28 日に剣ヶ峰の南斜面に生じた小火口(割れ目),  

円印は 1979 年 11 月 9 日現在開口の小火口で,全体として北西－南東の配列を示す. 

 

  

剣が峰 

王滝頂上 
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図４ 御嶽山における噴火口下の地震日別頻度及び微動の発生 (1979 年 11 月～1980 年 4

月) (名古屋大学, 1980). 

 噴火後しばらく定常的な活動が続いたが,12 月に火山性微動の振幅が増大した後,地

震活動は一様に減衰した. 

 
  

図３ 1979年10月28日の噴火に伴う噴出物の堆積分布 (林野庁林業試験場, 1979). 

火口から東～北東側に向けて火山灰が分布した. 
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・・2007 年の噴火活動 

 
図５ 2007 年 3 月のごく小規模な噴火前後の活動経過図 (大塚・藤松, 2009). 

・2006 年 12 月下旬から山頂付近の浅いところを震源とする地震が増加し，火山性微動

も観測された． 

・GPS 連続観測では，地震活動にやや先行して御嶽山の山体膨張を示すと考えられるわ

ずかな地殻変動が捉えられた．  

・2007 年 1 月 25 日には振幅が 2006 年からの活動中で最大の火山性微動（VLF:超長周

期地震）が発生し，その後火山性微動が頻繁に観測され 2007 年 3 月 16 日から山頂部

で噴気が観測された． 

（超長周期地震） 
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図６ Double Difference 法で決定された御嶽山周辺の地震の震源分布 

（2006 年 12 月 30 日～2007 年 5 月 2 日）(名古屋大学, 2007).  

観測点標高を考慮して震源決定. 赤で囲った領域が御嶽山山頂直下の震源位置. 

山頂直下の地震は海抜-1～3km に鉛直の棒状に分布する． 
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図７ 2007 年 5 月 29 日に確認された火山灰の分布図 (気象庁, 2008). 

機上観測や山頂付近の現地観測結果などから，３月下旬にはごく小規模な噴火

があったことが確認された． 
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図８ 2007 年 3 月のごく小規模な噴火による火山灰の状況 

 (2007 年 5 月 29 日撮影) (気象庁, 2008). 

 

 

 

図９ 推定された圧力源と変位分布 (気象研究所・気象庁, 2007).  

左: 第Ⅰ期 (2006/11/16-30～2007/2/11-20),  

右: 第Ⅱ期 (2007/2/11-20～2007/4/16-30). 

青矢印: 変位の観測値, 赤矢印: 変位分布の計算値. 固定点: GSI0270 (豊科). 

[Ⅰ期]海抜下 2.5km，走向北北西－南南東の開口断層，及び山頂直下の海水面付近の点力源

で変動分布を説明できる．深部の開口割れ目の圧力源はマグマ起源のダイク貫入と推

定されるが，浅部の圧力源は熱水だまり等の膨張と考えられる． 

[Ⅱ期]Ⅰ期で求めた山頂直下の点力源だけで説明可能． 
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図 10 御嶽山の超長周期地震 (VLP) の発生メカニズムと 2007 年水蒸気爆発噴火モデル 

 (Nakamichi et al, 2009 を和訳). 

地下深部からマグマが御嶽山直下に貫入して山体が膨張した．さらにマグマにより地下水が急

激に熱せられたことによって, 超長周期地震が発生した．また, マグマから分離した火山性ガス

の移動等により山頂直下で低周波地震や火山性微動が発生し, その後水蒸気噴火が発生した． 
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第 15 図 御嶽山 観測点配置図 
 

 

第 14 図 御嶽山 GNSS 連続観測点配置図 
小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

（国）：国土地理院 

図中の GNSS 基線①～⑥は第 13 図の①～⑥に対応する。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 25000（行政界・海岸線）』および『数値地図 50ｍメ

ッシュ（標高）』を使用した。 
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東北地方太平洋沖地震 

国土地理院機器交換 

国土地理院機器交換 

2010 年 10 月１日解析方法改良 

2010 年 10 月１日解析方法改良 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

2010 年 10 月１日解析開始 

第 13 図 御嶽山 GNSS 連続観測による基線長変化（2001 年１月１日～2014 年９月 27 日） 
（国）：国土地理院 
2010 年 10 月以降のデータについては解析方法を改良し、対流圏補正と電離層補正を 
行っている。また、掲載する基線を一部変更した。 

図中①～⑥は第14図のGNSS基線①～⑥に対応し、空白期間は欠測を示す。 
 
・火山活動によるとみられる変動は認められなかった。 
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